










 要約：小児慢性特定疾患治療研究事業を効果的に推進するため、保健所の医師・保健婦・

事務職員、病院の医療関係者や学校の養護教諭、また都道府県等でのコンピューター入力

担当者などを対象に、小児慢性特定疾患治療研究事業の普及啓発を行い、併せて患児の QOL

向上等をはかることを目的にして、研修プログラム案の作成を行った。内容としては、小

児慢性特定疾患治療研究事業総論(対象疾患、申請手続き、小児慢性特定疾患対策協議会、

小児慢性特定疾患児手帳交付事業、データ入力時の注意点集計データの活用)、他の各種

制度と保健行政、小児慢性特定疾患各論(各疾患群ごとの臨床上の特徴や注意点、、医療意

見書の入力方法等)、総合討議等である。


